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建築物における駐車施設の付置及び管理に関する条例の改正（案） 
に対する市⺠意⾒募集の結果について 

 
 昭和４１年に制定された「建築物における駐車施設の付置及び管理に関する条例（以下、

「付置義務条例」という。）」について、民間開発の促進や街並み・景観の向上、歩行者の安

全性確保などを図るため、近年の駐車場の利用実態等を踏まえ、駐車場整備地区の付置義務

条例の見直しを行う。 

 令和３年９月３０日の建設建築委員会への報告後、市民意見募集を行ったため、結果を報

告するもの。 
 

１ 意見募集期間 

  令和３年１０月１５日（金）から令和３年１１月１５日（月） 

  ※市役所・各区役所及び出張所などで資料を配布、市ホームページ・市政だより・市公

式ＳＮＳにより周知を図った。 
 

２ 意見提出状況 

  ・意見提出者    ７名 

  ・提出意見数    ８件 

  ・提出方法   電子メール   ４名 

          ＦＡＸ     ２名 

          郵送      １名 

          持参等     ０名 
 

３ 意見の内訳 

  ・改正案の趣旨や内容に賛意や共感を示す意見      ２件 

  ・今後の進め方等に対する考え方を述べた意見      １件 

  ・改正案に対する内容の追加や修正を求める意見     ３件 

  ・その他の意見                    ２件 
 

４ 計画への反映状況 

  ・改正案に掲載済み        ３件 

  ・改正案への追加・修正あり    ０件 

  ・改正案への追加・修正なし    ２件 

  ・その他             ３件 
 

５ 今後のスケジュール 

  ・令和３年１２月 9日 建設建築委員会 報告【パブコメ結果】 

  ・令和４年 ２月   付置義務条例改正 

  ・令和４年 ４月   条例施行 
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提出された意⾒の概要及びこれに対する本市の考え方 

【建築物における駐車施設の付置及び管理に関する条例の改正（案）】 
 
 １．意⾒の募集期間 
  令和 3 年１０月１５日（⾦）〜 令和 3 年１１月１５日（月） 
 ２．意⾒提出状況 
    意⾒提出者   7 名              提出意⾒数   8 件 

電子メール ＦＡＸ 郵送 持参等 
4 名 2 名 1 名 0 名 

 
 
 
 
 
 
 
 

No 意⾒の概要 本市の考え方 内容 反映 
結果 

「改正（案）全般」に関するもの 

１ 

駐車場の緩和策により、新たな開発
が促進し、街の賑わいが取り戻され、周
辺の商店街もまた活気づくのではない
かと期待している。 

 ご意⾒ありがとうございます。
引き続き、駐車場施策の推進に 

努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

１ ① 

２ 

条例の⾒直しによって、市街地の街
並みや景観及び有効な土地利用が図れ
ることは良いと思う。 

車社会の現代では、利用しやすい駐
車場が整備できることは市街地内の店
舗などの活性化につながっていくと思
われる。 

１ ① 

【意⾒の内容】 
１ 改正案の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意⾒ 
２ 今後の進め方等に対する考え方を述べた意⾒ 
３ 改正案に対する内容の追加や修正を求める意⾒ 
４ その他の意⾒ 

【意⾒の反映結果】 
① 掲載済み（一部掲載を含む） 
② 追加・修正あり 
③ 追加・修正なし（今後の参考等とする） 
④ その他 
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No 意⾒の概要 本市の考え方 内容 反映 
結果 

「条例⾒直し内容」に関すること 

３ 

隔地駐車場の距離要件が拡大される
ことは望ましいが、用途によって距離
要件を設計しないと、運用、サービス提
供が困難な場合がある。用途による距
離要件の設計を検討して欲しい。 

今回の⾒直しにおいては、隔地
制度をより活用していただくた
め、隔地駐車場を設置する場合の
距離要件を緩和するものです。 

詳細な駐車施設までの距離に
ついては、距離要件の範囲の中
で、事業者の方が、利用者のニー
ズやサービス提供等を踏まえ、決
めていただくものと考えていま
す。 

３ ① 

４ 

開発の加速化及び駐車場の利用率の
低下状況等を考慮し、付置義務台数の
原単位の⾒直しを検討することが重要
であると考えており、検討を願いした
い。 

本市の付置義務台数の算定基
準となる原単位については、国の
標準条例や他都市の事例、事業者
へのヒアリング、警察等の関係機
関との協議結果等を踏まえ、今
回、⾒直しの対象とはしておりま
せん。 

今後の駐車場需要等により必
要があれば検討してまいりたい
と考えています。 

３ ③ 

５ 

条例の⾒直しは、確かに⺠間開発を
促進し、新たな街の賑わいに繋がると
思う。しかしこの⾒直しだけで、あとは
⺠間任せでは、逆効果にもなりかねな
い。 
「郊外の駐車場の確保」「企業同士のマ
ッチング」「快適な歩行者環境」を、い
かに行政が補完できるかにかかってい
ると思う。 

現在、本市では「コクラ・クロ
サキリビテーション」というプロ
ジェクトを行っており、この中で
官⺠が連携した都市機能の更新
とさらなる魅力向上を図ってい
きます。 

 

２ ④ 
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No 意⾒の概要 本市の考え方 内容 反映 
結果 

６ 

隔地駐車場に関して、複数の建築物
が 1 つの共有駐車場を設置することを
認める、又は、共有駐車場を設置する
ように促す、これによりまち全体の駐
車場の総数を減らすことができると考
える。 

本市では、隔地駐車場を設置
する際、複数の建築物が共有の
駐車場を設置し、使用すること
を認めています。一方で、市が
共有駐車場を設置するように促
す（集約駐車場）ことについて
は、今後の駐車場需要等を踏ま
え、研究を深めてまいりたいと
考えています。 
 

３ ③ 

その他 

７ 

現状では、車椅子等使用者専用駐車
スペースが少なすぎる。身障者専用ス
ペースに許可証を持たない健常者の駐
車があり、買い物を諦めざるを得ない
ことがある。 

違反者に対して、設置者に権限（警
告、警察への報告等）を持たせることは
できないか。 

体の不自由な人にも優しい街づくり
政策をお願いする。 

本市としても、車椅子等使用者
の方々が、安全で安心して駐車場
を利用できる環境整備を行って
いくことは、非常に重要と考えて
います。 

ご意⾒につきましては、現行制
度の運用方法や現時点でどのよ
うな施策ができるか、関係機関と
協議してまいりたいと考えてい
ます。 

４ ④ 

８ 
駐車場内でのトラブルを防止するた

め、カーブミラーや防犯カメラを設置
して欲しい。 

 ご意⾒については、今後の駐車
場整備の参考とさせていただき
ます。 

４ ④ 
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「建築物における駐車施設の付置及び管理に関する条例」 
の改正 

北九州市では、路上駐車や交通事故、渋滞等を未然に防ぐため、駐車場法第２０条に基
づき、昭和 41 年に「建築物における駐車施設の付置及び管理に関する条例」（以下、「付置
義務条例」という。）を制定しています。 
 付置義務条例では、駐車場整備地区（⼩倉・⿊崎）や商業地域等において、一定規模以
上の店舗や事務所、住宅などの建築物を新築・増築する際、駐車施設の整備を義務付けて
います。 

このたび、⼩倉・⿊崎地区のまちづくり構想の実現に向けた新たなプロジェクトである
「コクラ・クロサキリビテーション」を契機に、⺠間開発の促進や街並み・景観の向上、
歩行者の安全性確保などを図るため、近年の駐車場の利用実態等を踏まえ、駐車場整備地
区の付置義務条例の⾒直しを行います。 

 
１ 現行条例の概要 
（１）駐車場整備地区（⼩倉・⿊崎）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）対象建築物の規模要件及び駐車施設の義務付け台数（原単位） 
  建築物の床面積に応じて駐車施設の台数を算定し、付置を義務付けています。 

対象地域 
対象建築物の規模 

（延床面積） 
義務付け台数の算定基準 

（原単位） 
特定用途 非特定用途 特定用途 非特定用途 

駐車場整備地区 
(⼩倉・⿊崎) 

2,000 ㎡ 
以上 

3,000 ㎡ 
以上 

300 ㎡ 
毎に 1 台 

450 ㎡ 
毎に 1 台 

 
 

（３）建築物敷地以外への駐車施設の付置（隔地制度） 
  付置する駐車施設は、建築物又は建築物の敷地内に確保することを原則としています

が、駐車場の出入口が法令の基準により設置できないなど、一定の要件に該当する場合
は特例として敷地以外（隔地）に付置することを認めています。 

駐車施設の設置 原則、建築物敷地内に確保 
特例として、概ね 200m 以内の隔地に確保 

■⼩倉駐車場整備地区（351ha） 

⼩倉駅 

■⿊崎駐車場整備地区（64ha） 

⿊崎駅 

 特定 用途・・・商業施設、ホテル、病院、事務所等 
非特定用途・・・マンション、アパート、専門学校等 

凡例 
 
 

駐車場整備地区 

北九州市役所 

⼋幡⻄図書館 

資料１ 
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２ 駐車場を取り巻く現状 
（１）自動車移動の減少 

北九州市内における自動車移動はこの 10 年で全体的に減少しています。また周辺市 
町との移動でも南⻄部の一部地域を除き減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）自動車保有台数の傾向 
  北九州市内の自動車保有台数は 

増加傾向にありましたが、近年、 
横ばい傾向がみられます。 

 
 
 
 
 
 
 
（３）駐車場の駐車率の低下 
  駐車場整備地区において、駐車場の利用実態調査を行った結果、新型コロナウイルス 

感染症による影響もありますが、平成 26 年度から令和 3 年度の駐車場全体における駐 
車率は低下しています。 

 
 

 
平成 26 年度 令和 3 年度 増減率 

平日 休日 平日 休日 平日 休日 

小倉地区 71％ 70% 60％ 49％ −11% −21% 

⿊崎地区 50％ 52% 45％ 31％ −5％ −21% 
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横ばい傾向 

増加傾向 

■北九州市自動車保有台数 

出典：北九州市統計年鑑 

■駐車率（ピーク時） 

出典：駐車場利用実態調査（北九州市） 

出典：第 5 回北部九州圏パーソントリップ調査北九州市版 
※「トリップ」とは、ある目的をもって、ある地点からある地点へ移動する単位 

■自動車移動トリップ 
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３ 駐車場に関連したまちづくりの課題 
（１）⺠間開発の妨げ、既存駐車場の未活⽤ 
  駐車場整備地区では、「開発面積が狭く、敷地内での駐車施設の整備が負担となってい

る。」という意⾒が多くあります。 
開発面積が狭い場所において、現在の付置義務条例に該当する建築物を計画・建築す

ると、建物１階部分等に新たな駐車施設を整備することとなり、開発有効面積が狭まる
ことで、開発事業者に過度な負担をかけるとともに、まち全体の駐車場増加、衰退に繋が
ります。 

   
 

 
            
            

 
 

 
                     
                     
                     
 

 
 
 
 
 

 
（２）街並みや景観の分断、歩行者の安全性低下 
  駐車場整備地区では、狭⼩道路や歩道に面して駐車場の出入口が連続している場所が 

多く⾒られ、このような場所では、街並みや景観を分断するだけでなく、歩行者と駐車 
場に出入りする自動車が接触する危険性が高まります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【駐車場事業者の声】 
・もっと空き駐車場を活用して欲しい 

【駐車場整備地区住⺠の声】 
・駐車場が多すぎる 
・もっと活性化させて欲しい 

【開発業者の声】 
・狭い土地での開発で駐車場を整備することは負担が大きい 
・200m 以内では隔地駐車場が⾒つからず、開発の足かせとなっている 

駐車場設置による 
開発有効面積の減少 

まち全体の 
駐車場増加 まちの衰退 

建物専用の 
新規駐車場の整備 開発断念 

開発面積 

開発有効面積 
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４ 付置義務条例の見直し内容 
（１）駐車施設の設置要件 
  駐車場整備地区において、駐車施設の設置要件である「原則、建築物敷地内」を「建 

築物敷地内又は隔地」に⾒直すことで、駐車場の出入口を減少させることができるため、 
中心市街地の街並みや景観の向上、狭⼩道路・歩道における歩行者の安全性を確保する 
ことできるとともに、周辺にある既存駐車場の利活用に繋がります。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
（２）建築物敷地以外への駐車施設の付置（隔地制度） 
  隔地制度をさらに活用できるよう、距離要件である「概ね 200ｍ以内」を「概ね 500ｍ 

以内」に⾒直すことで、建築物敷地周辺での駐車施設を確保しやすくなり、⺠間開発の 
促進や魅力あるまちを形成することが可能となります。 

なお、距離要件については全国の歩行に関する調査や本市における駐車場利用者アン 
ケート、行動範囲調査などを参考に設定しています。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

駐車施設 

原則、建築物敷地内 
※特例として隔地 

 

駐車施設 
建築物敷地内又は隔地 

駐車施設の隔地までの距離 
概ね２００ｍ以内 

 

駐車施設の隔地までの距離 
概ね５００ｍ以内 

 

■現行 

■現行 ■見直し後 

■見直し後 

隔地駐車場 

敷地内駐車場 

駐車場が店舗にできる！ 
土地が有効に使える！ 

敷地内駐車場 

建物敷地内に駐車場作らないと… 

空きの駐車場が確保できた！ 

500ｍ 

満車で近くに駐車場確保できない… 

200m 

開発予定地 
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（３）附置義務条例見直しにより期待される効果（イメージ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■現行 

■見直し後 

⺠間開発の促進 
➡駐車場の整備負担が軽減され、 

新築・建て替えを促進 

魅力あるまちの形成 
➡新築等の開発が促進され、 

まちのにぎわいを創出 
 

既存駐車場の利活⽤ 
➡隔地距離が延びることで、 

利用可能な駐車場が拡大 
街並み・景観の向上 
歩行者の安全性確保 
➡駐車場出入口を抑制し、 

街並みの連続性、安全で 
快適な歩行空間を創出 

既存駐車場の未活⽤ 
➡既存駐車場の駐車率低下 

⺠間開発の妨げ 
➡駐車場整備の負担による 

建築意欲の低下 

街並み・景観の分断 
歩行者の安全性低下 
➡駐車場が密集し、駐車場の 

出入口が連続して発生 


